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12月 17日：警戒姿勢が継続し VN指数は 3営業日続落 

年末の休暇を前に市場の見通しがはっきりしないことから、火曜日も市場は続落し

た。   

ホーチミン市場の VN 指数は 0.77％下落し 954.03 ポイントで引けた。同指数は金曜日

から 1.46％下落した。  

出来高は 2 億 81 百万株、売買代金は 4.5 兆ドン（1 億 9,440 万ドル）だった。 

昨日は様々なセクターの株式が売られ下落した。  

MB 証券（MBS)によると、今後数日で ETF がポートフォリオの再構築を完了するこ

と、先物が期日を迎えることなどから投資家に不透明感が広がったようである。 

同社によると、投資家は大型株から手を引き、中小型株に乗り換える機会をうかがって

いるとのことである。  

大型株で構成する VN30 指数、中型株の VNMID 指数、小型株の VNSML 指数は 0.04

～1.05％下落した。 

タインコン証券（TSSC）のデイリーレポートによると、あと 2 週間足らずで 2019 年

末を迎えることから、投資家が慎重姿勢になっていることが火曜日の相場で明らかにな

ったとのことである。  

アメリカがベトナムの鉄鋼製品に対し最大 456％の関税を課すことを決定したことで、

鉄鋼株は大きく売られた。  

これは台湾や中国で生産された鉄鋼製品が、第 3 国であるベトナムを経由して輸出さ

れている疑いがあることから決定されたものである。 

2 大鉄鋼メーカーである HPG、HSG はそれぞれ 2.5％、3.9％下落し、建設資材セクタ

ーの指数は 1.7％下落した。  

VRE、HDB、SSI、FPT、GMD などの大型株も下落した。 

TCSC は、VN 指数が年内は 950～960 ポイントで推移すると見ている。   
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投資家は好決算が予想される銀行、小売、不動産などに目を向けるだろうと同社は見て

いる。   

ハノイ取引所では、HNX 指数が 0.31％下落し 102.90 ポイントで引けた。  

同指数は 12 月 11 日から 16 日までの間に 1.15％上昇していた。   

出来高は 5,060 万株、売買代金は 3,670 億ドンとなった。 
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